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書
　
評

大
久
保
良
峻
著

『
最
澄
の
思
想
と
天
台
密
教
』

（
法
蔵
館
・
二
〇
一
五
年
）

道
元

　
徹
心

一

　

著
者
で
あ
る
大
久
保
氏
は
既
に
『
天
台
教
学
と
本
覚
思
想
』（
法
蔵
館
、

一
九
九
八
年
）
及
び
『
台
密
教
学
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
）
を

刊
行
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
に
著
者
が
発
表
さ
れ
た
論
文
の
中
か
ら
最
澄

を
根
幹
に
系
統
立
て
構
成
さ
れ
た
論
考
が
本
書
で
あ
る
。
本
書
は
著
者
の

専
門
領
域
で
あ
る
天
台
学
・
密
教
学
を
中
心
に
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て

未
解
明
で
あ
っ
た
日
本
天
台
の
諸
問
題
に
取
り
組
ん
だ
専
門
書
と
な
っ
て

い
る
。

　

日
本
天
台
は
『
法
華
経
』
の
教
理
を
中
心
に
法
華
円
教
・
密
教
・
禅
・

戒
の
四
宗
を
融
合
し
た
教
え
が
特
徴
で
、
そ
こ
に
口
伝
法
門
（
天
台
本
覚

思
想
）
や
浄
土
教
の
内
容
が
交
錯
し
融
会
し
て
き
た
こ
と
も
日
本
天
台
の

特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

本
書
の
書
名
の
一
部
と
も
な
っ
て
い
る
「
天
台
密
教
」（
台
密
）
は

『
大
日
経
義
釈
』
が
そ
の
根
本
に
あ
る
。
天
台
教
学
と
密
教
の
一
致
を
円

密
一
致
と
し
て
最
澄
が
説
き
、
そ
れ
が
台
密
ま
た
日
本
天
台
の
特
質
と
な

っ
て
き
た
。
最
澄
の
思
想
に
は
後
の
台
密
教
学
に
通
底
す
る
基
盤
が
あ
り
、

最
澄
に
対
し
て
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
も
の
の
空
海
の
そ
れ
に
比
べ
る

と
研
究
は
遥
か
に
遅
れ
て
い
る
と
大
久
保
氏
は
本
書
の
ま
え
が
き
で
指
摘

す
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
本
書
は
著
者
の
前
著
で
あ
る
二
書
を

踏
ま
え
、
最
澄
に
は
じ
ま
る
日
本
天
台
の
課
題
に
対
し
新
た
に
精
緻
な
分

析
を
発
揮
し
た
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
本
書
は
法
華
円
教
の
成
仏
論
に
つ
い
て
、
中
国
天
台
か
ら
日
本
天

台
の
証
真
に
至
る
ま
で
を
中
心
に
教
学
展
開
を
論
考
し
て
い
る
。
日
本
天

台
で
の
成
仏
論
は
即
身
成
仏
を
説
い
て
お
り
、
法
華
円
教
と
し
て
の
即
身

成
仏
論
は
、
最
澄
晩
年
の
著
『
法
華
秀
句
』
巻
下
「
即
身
成
仏
化
導
勝

八
」
に
始
ま
る
。
最
澄
が
「
即
身
成
仏
」
の
語
を
提
示
し
た
こ
と
が
後
継

者
へ
の
課
題
と
指
針
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

二

　

ま
ず
は
じ
め
に
本
書
の
構
成
を
以
下
の
よ
う
に
示
す
。

　

Ⅰ　

最
澄
の
思
想
概
説

　

最
澄
と
天
台
密
教

一 
は
じ
め
に
／
二 

最
澄
の
密
教
学
／
三 

天
台
教
学
と
密
教
学
／
四 

徳
一
と
の
論
争
と
密
教
／
五 

ま
と
め

　

日
本
天
台
創
成
期
の
仏
教

─
最
澄
と
円
仁
を
中
心
に
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197　書　評

一 

最
澄
と
円
仁
／
二 

修
行
の
階
梯
に
つ
い
て
／
三 

現
実
肯
定
の
思

想
／
四 

そ
の
他
の
問
題

　

Ⅱ　

最
澄
の
思
想

─
そ
の
源
流
と
新
基
軸

　

天
台
教
学
に
お
け
る
龍
女
成
仏

一 

は
じ
め
に
／
二
『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
の
龍
女
成
仏
／
三

『
法
華
文
句
』
と
『
法
華
文
句
記
』
の
解
釈
／
四 

日
本
天
台
に
お
け

る
解
釈
／
五 

結
語

　

最
澄
の
教
学
に
お
け
る
成
仏
と
直
道

一 

成
仏
論
の
問
題
点
／
二 
大
直
道
思
想
に
つ
い
て
／
三
『
註
無
量

義
経
』
に
つ
い
て
／
四 

結
語

　

最
澄
の
成
仏
思
想

一 

宗
祖
と
し
て
の
教
学
的
特
色
／
二 

最
澄
の
成
仏
思
想
の
帰
結
／

三 

徳
一
と
の
論
争
と
密
教
義
／
四 

行
位
の
問
題
／
五 

結
語

　

最
澄
と
徳
一
の
行
位
対
論

─
最
澄
説
を
中
心
に

一 

行
位
論
鳥
瞰
／
二 

初
発
心
に
つ
い
て
／
三 

通
経
の
十
地
に
つ
い

て
／
四 

結
語

　

名
別
義
通
の
基
本
的
問
題

一 

問
題
の
所
在
と
基
本
説
の
確
認
／
二 

名
別
義
通
の
諸
様
相
／
三 

小
結

　

最
澄
の
経
体
論

─
徳
一
と
の
論
諍
を
中
心
に

一 

は
じ
め
に
／
二 

天
台
経
体
に
対
す
る
徳
一
と
最
澄
の
議
論
／
三 

徳
一
の
経
体
説
へ
の
論
難
を
め
ぐ
っ
て
／
四 

そ
の
他
の
問
題
点
／

五 

結
語

　

Ⅲ　

天
台
密
教
の
特
色
と
展
開

　

安
然
と
最
澄

一 

問
題
の
所
在
／
二 

最
澄
の
著
作
と
安
然
／
三 

法
相
宗
に
関
連
し

て
／
四 

結
語

　

天
台
密
教
の
顕
密
説

一 

顕
教
と
密
教
／
二 

秘
密
教
と
し
て
の
『
法
華
経
』
／
三 

密
教
と

秘
密
不
定
教
／
四 

顕
教
と
円
教
／
五 

結
語

　

一
念
成
仏
に
つ
い
て

一 

一
念
と
は
／
二 

一
念
と
時
間
／
三 

成
仏
と
一
念
／
四
『
五
部
血

脈
』「
一
念
成
仏
義
」
に
つ
い
て
／
五 

結
語

　

発
心
即
到
と
自
心
仏

一 

心
と
成
仏
／
二 

発
心
即
到
／
三 

自
心
仏
／
四 

結
語

　

東
密
に
お
け
る
十
界
論

一 

は
じ
め
に
／
二 

東
密
の
基
本
文
献
に
見
る
十
界
／
三
『
声
字
実

相
義
』
の
註
釈
を
め
ぐ
っ
て
／
四 

安
然
と
東
密
義
／
五 

結
語

　
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
と
台
密

一 

台
密
と
東
密
／
二
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
に
お
け
る
空
海
説
の

展
開
／
三 

即
身
成
仏
思
想
に
関
す
る
若
干
の
問
題
／
四
『
大
日
経

疏
指
心
鈔
』
の
意
義

─
結
び
に
代
え
て

　

台
密
諸
流
の
形
成

一 
は
じ
め
に
／
二　

最
澄
の
密
教
／
三
『
四
度
授
法
日
記
』
に
見

ら
れ
る
諸
流
／
四　

台
密
十
三
流
に
つ
い
て

─
結
語
に
代
え
て

　

Ⅳ　

訳
註 
円
仁
撰
『
金
剛
頂
経
疏
』
大
綱
・
玄
義
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は
じ
め
に
／
金
剛
頂
大
教
王
経
疏
巻
第
一

　

あ
と
が
き

　

本
書
は
四
部
構
成
か
ら
な
り
、
第
一
部
は
著
者
の
講
演
録
が
二
つ
収
載

さ
れ
、
後
の
専
門
の
論
考
を
理
解
す
る
上
で
大
変
分
か
り
易
い
導
入
と
な

っ
て
お
り
、
工
夫
し
た
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
続
く
第
二
部
は
最
澄
に

関
す
る
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
第
三
部
で
は
前
著
『
台
密
教
学

の
研
究
』
以
降
の
密
教
関
係
の
論
考
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
第
四

部
は
円
仁
の
『
金
剛
頂
経
疏
』
の
冒
頭
部
で
あ
る
玄
義
の
箇
所
に
つ
い
て
、

本
書
書
き
下
ろ
し
の
訳
註
研
究
が
収
め
ら
れ
た
。
そ
こ
に
台
密
の
基
盤
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
理
由
か
ら
と
さ
れ
る
。

三

　

次
に
、
評
者
と
し
て
さ
ら
に
詳
し
く
第
二
部
か
ら
本
書
の
特
徴
的
内
容

を
紹
介
し
て
い
く
。

　

最
澄
の
成
仏
思
想
の
特
色
は
即
身
成
仏
を
論
じ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、

そ
れ
は
晩
年
の
『
法
華
秀
句
』
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
最
澄
が

そ
こ
で
即
身
成
仏
論
を
展
開
す
る
に
は
十
分
で
は
な
く
、
後
世
へ
継
承
さ

れ
る
思
想
展
開
と
し
て
の
基
盤
作
り
に
あ
っ
た
と
語
る
（
四
七
頁
）。

　
『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
説
か
れ
る
龍
女
の
成
仏
に
関
す
る
記
述
は
、

天
台
教
学
に
お
い
て
即
身
成
仏
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
本
書
で

は
龍
女
成
仏
に
つ
い
て
中
国
天
台
の
教
学
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
解
明
を
試
み

て
お
り
、
そ
れ
が
や
が
て
日
本
天
台
に
お
い
て
如
何
に
思
想
展
開
す
る
か

を
明
解
に
論
じ
て
い
る
。

　

釈
尊
の
面
前
で
智
積
菩
薩
と
龍
宮
で
『
法
華
経
』
を
説
い
て
き
た
文
殊

菩
薩
と
の
対
談
が
あ
る
。
智
積
の
問
に
対
し
文
殊
が
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

娑
竭
羅
龍
王
の
八
歳
に
な
る
娘
（
龍
女
）
が
刹
那
に
菩
提
心
を
発
し
て
不

退
転
を
得
た
。
そ
れ
を
受
け
智
積
は
、
釈
尊
で
す
ら
無
量
劫
の
難
行
苦
行

を
さ
れ
た
の
に
女
人
が
須
臾
に
し
て
正
覚
を
成
じ
る
な
ど
、
と
返
答
す
る

や
い
な
や
、
忽
ち
龍
女
が
現
れ
て
仏
を
讃
嘆
す
る
偈
頌
を
説
く
。
そ
し
て

龍
女
が
仏
に
宝
珠
を
奉
る
が
、
そ
の
宝
珠
を
仏
が
受
け
取
る
動
作
よ
り
も

疾
く
龍
女
は
男
子
に
変
じ
て
菩
薩
行
を
修
し
、
南
方
の
無
垢
世
界
で
成
仏

す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
衆
生
の
た
め
に
妙
法
を
説
き
、
集
っ
た
一
切
の

者
た
ち
は
大
い
な
る
功
徳
の
『
法
華
経
』
を
信
受
し
て
い
く
。
こ
の
説
示

よ
り
日
本
天
台
の
学
匠
と
り
わ
け
最
澄
・
円
仁
・
円
珍
・
安
然
な
ど
に
よ

っ
て
龍
女
成
仏
に
対
す
る
見
解
が
示
さ
れ
、
即
身
成
仏
や
速
疾
成
仏
を
論

じ
る
上
で
の
典
拠
と
な
っ
て
き
た
。

　

智
顗
の
『
法
華
文
句
』
に
よ
る
と
、
女
人
が
今
の
体
を
捨
て
た
り
、
新

た
な
体
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
現
身
成
仏
す
る
こ
と
を
説
く
。
ま

た
本
書
で
は
さ
ら
に
湛
然
の
『
法
華
文
句
記
』
を
取
り
挙
げ
教
義
上
の
問

題
点
を
検
討
し
て
い
る
（
三
九
〜
四
一
頁
）。
分
段
身
の
捨
・
不
捨
の
問
題

が
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
天
台
で
即
身
成
仏
の
考
察
上
大
き
な
問
題
と
な
る
。

無
生
法
忍
を
得
る
と
生
身
（
分
段
身
）
を
捨
て
て
法
身
を
得
る
の
が
天
台

学
の
基
本
で
あ
る
が
、
円
仁
・
憐
昭
・
安
然
が
分
段
身
の
不
捨
を
主
張
し

て
独
自
の
見
解
を
示
す
と
大
久
保
氏
は
指
摘
す
る
。
ま
た
こ
の
問
題
検
討

は
『
天
台
教
学
と
本
覚
思
想
』（
一
〇
三
〜
一
五
六
頁
）
に
お
い
て
も
「
即
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身
成
仏
論
の
展
開
」
と
し
て
円
仁
の
即
身
成
仏
論
の
捨
・
不
捨
に
焦
点
を

あ
て
て
論
考
し
、
四
種
の
『
即
身
成
仏
義
』
を
紹
介
し
て
考
究
し
て
い
る
。

　

生
身
を
捨
て
て
法
身
を
得
る
義
と
生
身
を
捨
て
ず
に
生
身
の
ま
ま
で
い

る
生
身
得
忍
の
二
義
の
問
題
が
存
す
る
。
龍
女
の
権
巧
は
、
生
身
を
捨
て

て
法
身
を
得
た
龍
女
が
実
報
無
障
礙
土
か
ら
来
て
南
方
無
垢
世
界
で
示
し

た
こ
と
で
、
龍
女
が
ど
こ
で
法
身
を
得
た
か
明
瞭
で
な
い
と
大
久
保
氏
は

指
摘
す
る
。
龍
女
が
実
者
か
権
者
か
、
そ
し
て
権
巧
・
実
得
と
い
う
こ
と

が
複
雑
に
絡
ま
っ
て
展
開
す
る
。
実
得
と
は
無
生
法
忍
を
得
て
も
生
身
の

ま
ま
、
生
身
得
忍
の
義
と
さ
れ
る
。

　

最
澄
以
来
、
日
本
天
台
の
成
仏
論
は
即
身
成
仏
の
法
門
で
あ
る
。
そ
れ

は
龍
女
成
仏
論
と
も
言
わ
れ
そ
の
思
想
も
一
様
で
な
く
、
龍
女
の
成
仏
を

様
々
な
観
点
か
ら
論
究
し
即
身
成
仏
の
理
論
構
築
と
課
題
を
明
示
し
た
も

の
が
本
書
で
あ
る
。

　

中
国
天
台
に
お
け
る
龍
女
成
仏
の
問
題
に
十
分
な
分
析
を
な
し
た
の
が

証
真
と
さ
れ
る
。
本
書
で
は
彼
の
『
法
華
疏
私
記
』
を
検
討
し
、
捨
・
不

捨
の
問
題
で
智
顗
や
湛
然
の
解
釈
か
ら
展
開
し
て
、
証
真
が
「
生
身
の

ま
ま
に
成
仏
す
る
と
い
う
実
得
の
義
」
の
解
釈
を
指
摘
し
て
い
る
（
四
三

頁
）。
さ
ら
に
証
真
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
龍
女
成
仏
を
考
察
し
た
も
の

と
し
て
聖
覚
の
『
例
講
問
答
書
合
』
の
教
説
を
検
証
し
て
い
る
。
そ
こ
で

は
龍
女
を
新
聖
か
旧
聖
か
、
新
聖
の
権
（
権
巧
）・
実
（
実
得
）
の
二
義
に

注
目
す
る
。

　

本
書
に
お
い
て
龍
女
成
仏
の
問
題
に
つ
い
て
、
無
生
法
忍
を
得
る
こ
と

を
如
何
に
理
解
す
る
か
が
重
要
で
、
そ
れ
を
積
極
的
に
論
じ
る
の
が
円
仁

で
あ
り
、
生
身
の
不
捨
と
し
て
論
じ
る
憐
昭
の
『
天
台
法
華
宗
即
身
成
仏

義
』
や
安
然
の
『
即
身
成
仏
義
私
記
』
の
根
幹
に
な
っ
て
い
き
、
安
然
の

密
教
義
に
よ
る
即
身
成
仏
論
の
立
脚
点
に
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
（
四
七

頁
）。
円
仁
は
無
生
法
忍
を
得
て
生
身
を
捨
て
る
の
は
転
捨
で
あ
り
生
身

の
ま
ま
法
身
に
転
じ
て
い
る
意
味
で
あ
る
。
生
身
得
忍
と
無
生
法
忍
を
得

て
生
身
を
捨
て
る
二
義
と
立
場
が
異
な
る
。

　

ま
た
著
者
は
東
密
に
お
い
て
も
空
海
説
を
完
成
形
態
と
見
ず
、
台
東
両

密
の
即
身
成
仏
思
想
は
多
彩
な
展
開
を
な
し
て
お
り
台
密
の
安
然
に
至
っ

て
は
空
海
説
の
導
入
と
そ
の
後
の
相
互
影
響
に
本
書
は
着
眼
し
て
い
る
。

　

続
い
て
本
書
で
は
最
澄
の
教
学
に
つ
い
て
成
仏
思
想
を
論
究
す
る
。
龍

女
の
身
体
の
問
題
は
無
生
法
忍
を
得
た
時
に
生
身
の
体
を
捨
て
て
法
性
身

（
変
易
身
）
を
得
る
の
が
教
説
と
し
て
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
は
天
台
教
学

に
お
い
て
初
住
位
に
あ
た
り
龍
女
成
仏
の
位
と
も
な
る
。
そ
れ
は
行
位
論

に
関
連
し
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
最
澄
の
特
質
と
し
て
、
天
台
法
華
宗
の

優
越
性
を
示
す
の
に
大
直
道
思
想
を
挙
げ
神
通
乗
を
強
調
し
た
点
を
大
久

保
氏
は
提
示
す
る
。
最
澄
は
三
生
成
仏
ま
で
を
即
身
成
仏
と
捉
え
、『
守

護
国
界
章
』
の
説
示
よ
り
華
厳
の
信
満
成
仏
（
十
信
の
満
位
）
と
天
台
の

初
住
成
仏
（
天
台
円
教
で
生
身
の
分
段
身
を
捨
て
、
法
身
を
得
る
位
）
を
同

じ
と
す
る
最
澄
の
立
場
を
本
書
で
紹
介
す
る
。

　

さ
ら
に
本
書
で
は
、
最
澄
と
徳
一
と
の
二
乗
作
仏
や
行
位
の
論
争
に
も

ふ
れ
、
龍
女
成
仏
の
問
題
で
行
位
に
論
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
行
位
論
は

中
国
天
台
と
日
本
天
台
で
「
名
別
義
通
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
問
題
で
あ

る
。
徳
一
は
通
教
（
共
）
の
十
地
と
別
教
（
不
共
）
の
十
地
が
配
当
さ
れ
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る
こ
と
に
基
づ
き
、
そ
の
同
一
性
を
共
の
十
地
を
中
心
に
説
き
、
最
澄
は

通
教
と
別
教
の
十
地
の
違
い
を
力
説
す
る
こ
と
で
天
台
教
判
の
正
当
性
を

論
じ
る
（
一
〇
九
頁
）。
天
台
の
典
籍
を
用
い
て
証
真
に
至
る
「
名
別
義

通
」
の
諸
様
相
を
明
か
し
て
い
る
。

四

　

本
書
の
第
三
部
は
天
台
密
教
の
特
色
と
展
開
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し

て
い
る
。
台
密
を
大
成
す
る
の
は
安
然
で
あ
る
が
、
安
然
の
基
盤
と
な
っ

た
の
が
円
仁
の
業
績
で
あ
り
、
両
者
の
前
に
は
最
澄
が
重
ん
じ
た
教
義
が

あ
る
。
そ
れ
は
真
如
随
縁
論
や
経
体
論
で
あ
り
、
安
然
で
は
眼
前
の
諸
法

を
そ
の
ま
ま
法
身
の
活
動
と
捉
え
台
密
の
法
身
説
法
思
想
へ
展
開
す
る
。

こ
の
よ
う
な
教
理
は
、
中
国
天
台
か
ら
最
澄
を
経
て
継
承
さ
れ
て
い
る
重

要
性
を
大
久
保
氏
は
指
摘
す
る
（
一
五
六
〜
一
五
七
頁
）。
ま
た
神
通
乗
に

お
い
て
も
最
澄
か
ら
安
然
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
通
乗
に
つ
い
て

は
、
大
久
保
氏
が
『
台
密
教
学
の
研
究
』（
第
十
四
章 

神
通
乗
に
つ
い
て
）

で
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
。

　

智
顗
の
時
に
は
密
教
は
な
か
っ
た
が
、
智
顗
の
教
義
を
活
用
し
た
の
が

台
密
教
学
で
あ
り
、
そ
の
先
蹤
が
『
大
日
経
義
釈
』
に
求
め
ら
れ
る
と

す
る
。
秘
密
の
語
に
は
「
奥
深
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
（
一
七
〇
頁
）、

真
言
密
教
に
お
け
る
秘
密
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
課
題
で
あ
る
。
大
久

保
氏
は
安
然
の
『
教
時
問
答
』
と
『
菩
提
心
義
抄
』
に
よ
っ
て
円
密
一
致

を
基
本
と
し
て
そ
の
問
題
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
顕
教
と
密
教
を
如

何
に
理
解
す
る
か
問
題
点
を
提
示
し
つ
つ
論
じ
て
い
く
。

　

仏
教
の
本
来
的
眼
目
が
成
仏
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の

成
仏
す
る
の
に
長
い
時
間
を
要
す
る
と
説
く
の
が
歴
劫
成
仏
で
、
そ
れ
に

対
す
る
も
の
と
し
て
速
疾
成
仏
と
即
身
成
仏
が
説
か
れ
て
き
た
。
即
身
成

仏
と
同
時
に
論
じ
ら
れ
る
速
疾
成
仏
も
一
生
と
い
う
期
限
を
前
提
と
す
る

場
合
や
瞬
間
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
時
間
論
を
問
題
と
し
て
、

究
極
的
に
対
比
す
る
も
の
が
歴
劫
と
一
念
や
一
刹
那
で
あ
る
。
本
書
で
は

こ
の
一
念
成
仏
に
踏
み
込
ん
だ
論
考
を
し
て
お
り
、
次
に
そ
れ
を
紹
介
す

る
（
一
八
一
〜
一
九
九
頁
）。

　

本
覚
思
想
文
献
で
『
伝
教
大
師
全
集
』
に
「
一
念
成
仏
義
」
の
項
が
あ

り
、
天
台
小
部
集
釈
に
最
澄
述
と
収
ま
る
「
一
念
成
仏
義
」
と
同
内
容
で

あ
る
。
ま
た
本
覚
思
想
文
献
に
『
三
十
四
箇
事
書
』
が
あ
り
、
そ
こ
に
も

「
一
念
成
仏
事
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
名
字
即
成
仏
を
う
た
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
時
間
と
し
て
の
一
念
と
、
一
念
三
千
の
一
念
と
の
両
方
の
義
を
示
し

つ
つ
、
一
念
を
時
間
と
捉
え
た
検
討
を
し
て
い
る
。『
法
華
文
句
記
』
に

よ
る
と
一
念
は
た
だ
時
間
的
な
一
念
を
経
過
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な

く
、
一
心
の
法
を
指
す
解
釈
も
紹
介
し
て
い
る
。

　

成
仏
の
遅
速
を
ふ
ま
え
そ
の
速
疾
性
を
自
宗
の
義
と
し
て
誇
示
し
た
の

が
平
安
初
期
仏
教
で
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
天
台
や
東
密
の
教
義
特
色
と
指

摘
す
る
（
一
八
六
頁
）。
こ
の
速
疾
性
を
強
調
し
て
論
じ
た
の
が
『
大
智

度
論
』
巻
三
八
の
記
述
で
、
そ
こ
に
は
神
通
の
比
喩
を
説
い
て
お
り
、
こ

の
比
喩
が
密
教
に
導
入
さ
れ
る
。
ま
た
仁
空
の
『
義
釈
捜
決
抄
』
に
一
念

成
仏
の
語
を
見
出
し
、
仁
空
の
成
仏
思
想
が
本
覚
思
想
に
近
い
も
の
と
指

摘
す
る
。
つ
ま
り
成
仏
は
凡
夫
の
当
体
の
ま
ま
の
即
身
成
仏
を
意
味
す
る
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が
、
も
と
も
と
仏
で
あ
る
と
解
す
る
思
想
で
あ
る
。
六
即
の
理
即
・
本
来

成
仏
・
理
具
成
仏
と
い
う
概
念
が
基
底
に
あ
り
、
そ
れ
に
眼
目
を
置
い
た

成
仏
論
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
最
澄
撰
と
伝
わ
る
「
一
念
成
仏

義
」
を
引
用
す
る
貞
舜
の
『
宗
要
柏
原
案
立
』
を
検
討
す
る
と
、
そ
こ
で

は
一
生
妙
覚
を
説
く
こ
と
を
指
摘
す
る
。
時
間
論
と
行
位
が
交
差
す
る
わ

け
で
、
妙
覚
位
を
一
生
成
仏
の
果
と
し
う
る
旨
を
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

の
結
語
と
し
て
大
久
保
氏
は
、
即
身
成
仏
や
速
疾
成
仏
は
一
生
と
い
う
期

限
を
前
提
と
す
る
場
合
や
瞬
間
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
と
論
じ
る
。
一

刹
那
に
無
量
劫
を
具
す
る
と
し
て
も
、
初
住
や
妙
覚
に
入
る
に
は
そ
の
位

に
至
る
ま
で
の
漸
次
の
階
梯
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
問
題
提
起
す

る
。

　

行
位
論
と
即
身
成
仏
と
の
関
係
は
、
大
久
保
氏
が
『
台
密
教
学
の
研

究
』（「
第
八
章 

台
東
両
密
に
お
け
る
行
位
論
の
交
渉
」）
で
詳
し
く
検
討
し

て
い
る
。

　

本
書
で
は
心
と
仏
と
の
関
わ
り
を
「
発
心
即
到
と
自
心
仏
」
と
し
て
明

か
し
て
い
く
。
こ
の
テ
ー
マ
は
東
密
の
論
題
と
し
て
知
ら
れ
、『
華
厳
経
』

の
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」
で
あ
り
『
涅
槃
経
』
の
「
発
心
・
畢
竟
二
不

別
」
と
も
共
通
の
概
念
と
示
す
（
二
〇
一
頁
）。
空
海
の
『
般
若
心
経
秘

鍵
』
を
挙
げ
、
真
如
が
身
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
心
・
身
を
尊

重
す
る
記
述
に
繫
げ
、
迷
悟
が
我
に
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
「
発
心
即

到
」
と
示
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。「
発
心
即
到
」
の
用
語
は
安
然

の
『
菩
提
心
義
抄
』
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
自
心
と
仏
、
あ
る
い

は
成
仏
の
関
連
で
『
大
日
経
義
釈
』
を
挙
げ
、
そ
も
そ
も
『
大
日
経
』
が

自
心
を
尊
重
し
、
菩
提
を
「
如
実
知
自
心
」
と
説
明
す
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
自
心
仏
に
関
係
す
る
用
語
は
最
澄
の
『
守
護
国
界
章
』
や
空
海
の

『
十
住
心
論
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
安
然
の
『
教
時
問
答
』
で

重
視
さ
れ
、
密
教
を
「
遍
一
切
乗
・
自
心
成
仏
之
教
」
と
安
然
が
押
さ
え

て
お
り
、
自
心
成
仏
に
つ
い
て
自
心
仏
を
成
ず
る
こ
と
と
安
然
説
を
特
記

す
る
。
こ
の
よ
う
に
心
の
成
仏
が
あ
っ
て
こ
そ
即
身
成
仏
が
可
能
と
な
り
、

特
に
日
本
天
台
で
は
『
大
日
経
義
釈
』
を
縦
横
に
用
い
て
即
身
成
仏
論
を

展
開
さ
せ
た
と
大
久
保
氏
は
結
ぶ
。
こ
の
論
考
過
程
で
明
嚝
撰
『
般
若
心

経
疏
』
を
親
撰
と
し
て
空
海
に
言
及
す
る
現
今
の
見
解
を
否
定
す
る
の
で

あ
る
。

　

ま
た
東
密
の
教
学
は
空
海
の
教
え
を
展
開
さ
せ
、
同
時
に
台
密
の
影
響

も
見
逃
せ
な
い
。
本
書
で
は
台
東
両
密
の
関
わ
り
を
考
究
す
る
上
か
ら
、

注
目
す
べ
き
記
述
の
多
い
頼
瑜
の
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
を
検
討
し
て
い

る
。
そ
こ
で
は
空
海
で
不
明
瞭
で
あ
っ
た
行
位
論
を
頼
瑜
に
よ
っ
て
明
か

し
、
日
本
天
台
と
の
関
連
に
も
言
及
す
る
（
二
二
七
〜
二
四
三
頁
）。

　

最
後
に
台
密
諸
流
の
形
成
に
つ
い
て
究
明
し
、
第
四
部
で
円
仁
撰
『
金

剛
頂
経
疏
』
の
訳
註
研
究
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
疏
の
大
綱
と
五
重
玄
義

に
は
、
台
密
の
根
幹
と
な
る
教
義
が
凝
縮
し
て
豊
富
に
示
さ
れ
、
五
重
玄

義
が
天
台
教
学
そ
の
も
の
で
も
あ
り
、
円
密
一
致
を
主
軸
と
す
る
台
密
の

特
色
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
（
二
六
六
頁
）。
大
久
保
氏
は
先
行
研
究
の
訓

読
や
解
釈
を
修
正
し
な
が
ら
訳
註
研
究
と
し
て
掲
げ
大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。

　

円
仁
の
業
績
は
や
が
て
安
然
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
る
が
、
著
者
に
は
既
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に
安
然
に
関
す
る
多
く
の
論
文
が
あ
る
の
で
、
安
然
の
教
学
に
つ
い
て
の

公
刊
が
待
ち
望
ま
れ
る
。

 

（
龍
谷
大
学
教
授
）

末
木
恭
彦
著

『
徂
徠
と
崑
崙
』

（
春
風
社
・
二
〇
一
六
年
）

山
本

　
嘉
孝

一
　
本
書
の
特
色
と
構
成

　

本
書
は
、
近
世
日
本
を
代
表
す
る
儒
者
の
一
人
で
あ
る
荻
生
徂
徠
と
そ

の
門
人
の
山
井
崑
崙
に
つ
い
て
、
著
者
が
一
九
八
二
〜
九
二
年
の
十
年
間

に
発
表
し
た
論
文
九
篇
を
合
計
八
章
に
収
め
る
。
特
に
大
幅
な
修
正
・
加

筆
は
な
い
。
本
書
の
出
版
は
「
偶
然
」（「
あ
と
が
き
」）
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
初
出
論
文
が
こ
の
よ
う
な
形
で
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
意
義
は

大
き
い
。
本
書
の
最
大
の
特
長
は
、
敢
え
て
抽
象
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、

全
て
を
徂
徠
の
色
で
染
め
て
し
ま
わ
な
い
徂
徠
学
研
究
と
な
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。

　

著
者
は
意
識
的
に
、
徂
徠
の
経
書
読
解
を
朱
子
学
摂
取
の
過
程
と
し
て

捉
え
な
お
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
徂
徠
の
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

徂
徠
の
学
問
が
専
ら
朱
子
学
の
否
定
と
し
て
ば
か
り
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
対
す
る
疑
念
に
基
づ
い
て
お
り
、
大
変
貴
重
な
視
点
で
あ

る
。
ま
た
崑
崙
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
学
の
単
な
る
継
承
者
と
し
て
見
做
す

の
で
は
な
く
、
自
身
の
意
志
と
判
断
に
よ
っ
て
「
古
」
へ
の
接
近
を
企
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